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去 る10月19・20日、尚徳中学校の文化祭が行Fわ ことで、 20人制成による各 クラス対抗のれ長なわ

れ、音楽会や弁論大会 ・バイオリンコンサート ・ 跳び大会決が行われ、記録に挑戦。各チームが失

マスゲームなど、盛りだくさんな行事か繰り広げ 敗する中で最後の 3年 2組 Bチームが見事に36凹

られました。 を成功。これまでのお回の記録を更新し 、体育館

特に20日の午後は 「尚徳 ・ ザ ・ギネス」 という 内は喜びの拍子今と散戸に/Liま れていました。



第233回9月定例会

:;:::;:;13議案;閥決!?認定;!用意;::::;:

選挙管理委員会委員も選ぶ

第 233回定例市議会は9月16日招集され、会期を25日ま

での10日間と定め、理事者から提出されだ議案13{牛につい

て審議しましだ。その結果「昭和62年度大野市一般会計補

正予算案fパス運行事業に関する条例の一部を改正する条

例案」など、全議案を可決・認定・同意しましだ。最終日

には任期満了に伴う選挙管理委員会委員の選挙が行われ、

新しい委員と補充員ガ選ばれ疋外、議員提案による意見書

2件も可決しぎしだ。市民の皆さんから出されだ請願・陳

情については別掲のとおり決めましだ。
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高まる地域社会

づくりについて

問 今日はかつての高度経消成長

による大都市集中主義の弊害が反

省され、減速経済にな ってからに

わかに地方への安住閤整備、田園

都市づくりが強調され、豊かで安

定した住みよい生活基地づくりの

ための地方の地域社会づくりの期

待が急激に高ま っている。

これからは総合的な施策、地域

の特色を生かした産業の振興、 tt
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民本意の自主的な施策、連帯意識

の向上、住民参加による社会づく

りなど住民と共に歩み、住民に信

頼される地域政策を展開しなけれ

ばならない。これについての市長

の考え方を聞きたい。

答 第四次全国総合開発計画の中

でも、従来東京中心であったもの

が地方に分散した地域社会づくり

へと方向転換されている。

これを踏まえて市民と十分対話

しながら、大野の歴史を生かすと

ともに昔の素晴らしかった大野人

の再現に向けて、勇気ある選択を

もって政策に当たり、対応できる

ものは積極的に実行しながら、地

域社会づくりに努力したい。

ニれからの地域政策

について

間福祉社会の実

現、住民の日常生

活環境の整備、地

域産業の振興によ

事提
る所得の向上と調和のある地域社

会づくり、教育・文化・スポーツ

の振興をど、時代の変化・推移に

よって行政の対応や地域社会づく

りを考えねばならないと思うが、

市長の見解を伺いたい。

答 地域施策を実現するために本

年 4月、大諜制を小課制に改めた

が、数ヵ月を経た現在ようやく望

んでいる状態に近づきつつある 。

特に当市は第一次・ 第二次産業

が停滞しているので、活性化のた

めの施策として第三次産業を振興
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温泉脈の空中探査

させることカ、急務であると思う 。

このためには、観光の拠点とな

る摘設づくりを基礎とした市街地

の整備計画や、「総合保養地域整備

法」に基づくリゾー卜構想、等は避

けて通れない大きな問題であるの

で、商屈街や市民の方々の理解と

協力を得て、精力的・積極的に取

り組みたい。

[ 刊水準…

間 行政水準は、各種各様の行政

活動を通じて住民の要求をどの程

度満たしているか、また、住民に

どの程度サービスを提供している

かが一応の尺度になると思う 。

今後の長期設備計画および財政

計画について伺いたい。

答 市民の行政需要に対する市の

サービスについては、需要の総量

の把握が困難で、あるし、また、量

的な面でなく質的な要素もあるの

で、客観的な充足率としての把握

がむずかしい。

現実には類似団体との係数的な

比較をしながら行政活動の方向づ

けをしている。あくまで他市との

比較であるので、当市の地域性と

か特に加味すべき点などを考!重し

なカ、ら進めている。



地域活性化の

パラダイムについて

問 これからの地域活性化は創出・

創造を主体として独創的に道を開

いていくも のでな くては、スロー

ガンを並べ立てても既存の概念か

らは抜け出せないし事は進まない。

そのためにはまず、当市を取り

囲む環境がどういう特性を持ち、

どのように変化するのか知らなけ

ればならないが、市長は現状をど

のよ うに理解しているか。

また、 21世紀に向けて当市が抱

えている問題 ・課題をどのように

=tEt屋しているか。

さらに、 今回多田氏から多額の

寄付があり 、総合福祉施設的な建

物を建てたいということであるが、

これを活性化のために役立てては

どつカミ。

筈 市街地のドーナ ッツ化現象の

ため、市民生活を営む上で都市 と

して必要な魅力が薄らいでおり 、

活力は衰退している。

均衡ある市街地形成と地域の活

性化を図る ため、観光開発を中心

として第三次産業の振興を図らね

ばな らないと 考えている。

また、亀山公園周辺の開発整備

専門商屈街の育成、基幹街路の整

備等に眼を向け、現在市街地整備

観光の目玉*七間朝市*

10月 1日からオンラインになった市民課窓口

策定委員会で検討中である。

多田氏の寄付金については将来

計画の中で先取 りをした施設を造

りたい。

事務処理の民間委託

について

問 事務処理の民問委託が進み、

10月l日から オンライン化導入に

踏み切ることになった。これによ

って電算化可能な ものはほとんど

できたのではないかと思うが、庁

内で処理でき る部分は全くないの

か。職員の中に人材はないのか。

また、仮に市独自で電算機を導

入した場合、委託費との採算性は

どうな るのか。

答 当市が現存委託しているもの

は住民管理から年金・国保 ・税務 ・

選挙 ・起債管理 ・会計 ・保健 ・福

祉・教育等に至るまで、ほと んど

の課が何 らかの形で電算業務にか

かわっている。

それらの事務は一連の{主民の記

録管理業務をマスターとして、デ

ーターを組み合わせて処理するの

で、庁内の職員で処理するのはむ

ずかしい。

現::(1の委託費は総額 4，474万円

であるが、これを向前ですると機

器のリ ース料、人件費、 ソフト開

発料、帳票印刷、機械室 ・事務室
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の整備等で l憶 6，435万円引度に

なると思う 。

10月1日から オンライン{じに な

るが国保・年金の異動、出生届、

転入届等が即時処理される外、税

の証明なども市民課で交付するこ

とができるよう になり、二重納税

等のトラブルも即時確認できるよ

うになる。

企業誘致と若年労働者の

就職について

間 市が誘致した企業に市内高校

の新規卒業者の就職応募有がない

ということであるが、教育委員会

の学校に対する就職指導はどのよ

うに しているのか。また、商工観

光課の労務対策はどうなっている

σヲ力、。

答 薪年労働者の就職については、

関係機関をはじめ、雇用丈対、J策協議

会や労務対策協議会等てででで0川、，慎|

リ組んでで、いるが、来年 3月の高校

新卒者 517 人のう ち )t:，t ~rrx希望者は

264人で、その うち市内就職希望

者はわずか41人にすぎない。

毎年、学校の就職相当の先生を

交えて検討 ・対策を行っているが

地元雇用には縦や本人の理解が必

要である。今後、学校を含めて市

内就職について理解を得るよう努

力したい。



リゾート計画について

問 今般、総合保養地域整備法(リ

ゾート法)が制定され、全国から

75個所が地域指定を受けるべ く立

候補し、奥越地区も名乗りを上げ

ている。

そこで、民間活力の導入による

施設整備を容易にするために、公

共団体は道路・下水道等の整備を

しなければならないが、国土庁か

ら地域指定された場合には下水道

整備をどうするのか。

また、認定のポイントは民活導

入だといわれているが、民間企業

との話し合いが進んでいるのか。

3月承認に向けて作業を進めて

いると思うが、間に合うのか。

答 保養地域の規模はおおむね15

万況であり 、現在、その拠点と し

て勝山市の法思寺山周辺、和泉村

の九頭竜川・石徹白川流域、 六呂

師高原周辺を対象に設定している

が、面積カ、不足するので当市ヵ、策

定中の市街地整備と銀杏峰・部子

山開発計画を加えて、市の総合的

な開発を図リたし、。

早急に庁内に推進体制を整備す

るとともに、民間および県とタイ

アッブしながら民間活力の導入に

全力を挙げて取り組みたい。

下水道設置問題も避けて通れな

い要件なので、早速着手すべ 〈努

力する必要があると考えている。

公共施設の誘致について

問 当市は B&Gや職業訓練セン

ターのロ秀致 ・建設をし、雇用促進

住宅の建設も計画予定に入ってい

る。敦賀市では厚生省によって厚

生年金保険センタ-"サンピア敦

れゲが建設されたと聞いてL、る。

現在、さかんに叫んでいる総合

運動公園等もこのような方法など

と併せながら、最も有利な展開が

できるよう積極的な取り組みが必

要と思うが、どうか。

答 これまでに雇用促進事業団の

施設として勤労者体育センタ一、

大野地域職業訓練センタ一、 六呂

師の勤労者体育施設等が建設され

たし、近 く雇用促進住宅80戸も建

設予定になっている。

また、現在県営施設の奥越総合

公園の誘致を進めているが、さら

に六日師にはリゾート法による自

然保護センターや自然観察の森等

の建設が予定されている。

今後市の発展、活性化につなが

るこういう事業は国会議員 ・県会

議員各位にお願し、し、また事業団

などと積極的な交流を図って誘致

運動を展開したい。

人材育成基金

設置について

問 市内には当市の諸問題と真剣

に取り組み、将来の大野を考えて

新しいまちづくりに情熱を注いで

いるグループカ、数多 く芽生えつつ

ある。

こうい う人材 を育成するために

教育委員会委員

大野海洋センター

人材育成基金を設けてはど うか。

答 活力ある大野市を築くために

は、中肢となる 人材 を育成するこ

とが行政の最大の課題であると認

j哉している。

生涯学習の推進や産業起こしの

中核的な人材養成事業、市内のあ

らゆる産業 ・経済界の後継者育成

事業、業種転換の必要な業界の人

材養成事業等を進めるため、制度

化を図る必要があると思うので積

極的に取 り組みたい。

日下氏の任命に同意

人権擁護委員には田中・井尾氏

任期満了に伴う教育委員会委

員として日下賢勝氏 (庄林、 65

歳、再任)の任命と、人権擁護

委員候補者として田中安芸子氏

(天神町、58歳、再任)井尾治郎

左ヱ門氏 (佐問、 62歳、新任)の

推薦が行われた結果、いずれも同

意されました。

7、66;説、再任)長谷川研一氏(本

選管委員も決まる 町、 62歳、新任)の各氏が委員に

坂田玉子氏 (本町、64歳)林桂一

選挙管理委員会委員の選挙が ( 1)~石 、 73歳)皆川 英樹 (下据、

行われ、尾崎茂男氏 (七野 ・68 53歳)長谷川久(中保、 63由民)の

歳、新任)永田房子氏 (新庄、 各氏が同補充員にそれぞれi'jiはれ

63歳、再任)南部小右衛門氏('t1 ました。
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高齢化社会の対応

について

間 当市民の高齢化は急テンポで

進み、65歳以上が約15%を占めて

おり 、七、八年後には20%近くに

達する見通し である。

一方、平均寿命が延びた現在日

歳や70歳では熟年期だと言えるが

老後の生活不安を抱えている 人も

多い。こう した健康な人たちの経

済的な面からのパックアップを図

るため、人材活用や生涯教育が必

要と思う。

また、病弱な老人でも少しだれ

かが支えれば入院しなくても済も通

人が多い。そのためにも在宅福祉

の拠点づくりが必要だと思うが、

どっか。

答 指摘のように当市は急テンポ

で高齢化社会に向かっている。

病弱者の方々に対しては特別養

護施設の協力を得て、入浴サービ

ス事業や短期保護事業をはじめ、

へルパ一派遣による洗濯サービス

や給食サービス事業、一般家庭の

婦人対象に家庭介護研修会等を行

っている。

今後、デイサービス事業等を一

層進めなければならないか、福制

施設にも限度があるので、これか

らは在宅福祉を主にし なければな

らないと考えている。

また、高齢者の社会参加面では

56年度から高齢者人材活用促進事

業ということで優れた技術を地域

に還元してもらっているし、雇用

対策面では63年度にシルバ一人材

センターを設置するよう検討中で

ある。

農業を取り巻〈問題

について

間 近年、農業を取り巻く情勢は

高率の転作割り当て、も;作奨励金

の削減、生産者米価の引き下げ等

市老連体育大会でハッスルする皆さん

非常に厳しい。

特に若者は他職業に流出し、農

業後継者が大変に少なくなってい

る。この後継者育成対策について

伺いたい。

現夜、転作作物として主に大麦

が生産されているが、これも生産

制限されると聞くが事実か。その

場合、新たな転作作物を考えてい

るのカ〉。

通学路や生活道路として利用の

高い農道が見受けられるが、これ

の舗装はできないか。

答 このままでは若者が農業に対

する魅力を持たなくなってしまう

恐れがあるので、7)<.田農業確立対

第232回8月臨時会

策など国 ・県の事業ーをはり入れな

がら 、農業立市を目指して後継者

育成に努めたい。

大麦も来年から生産調整される

ことになっているが、当市の割 1)

当ての転作目標面積約 800二;の う

ち、約 400況は大麦、その他の作

物で、銭 1)は里:!y:・イチゴ・花)'1二

等の特産作物で対応したい。新し

し、特産作物の開発研究も必要なの

で、試験栽培等に力を入れたい。

農道の整備については、今年ーか

ら水田農業確立対策の関連事業と

して、小規松の農道舗装事業がで

きたので、国 -県の補助を受けな

がら績極的に取 り組みたい。

請負契約など5件を可決

去る 8月10日、第 232回臨時 築工事(教本槻)請負契約につ

市議会が聞かれ、理事者ーから捉 いてJi福祉 ・教育 ・文化及び出

出された 「大野市上庄中学校屋 |功施設等建設ぷ金設置条例案」

内体育館改築工事請負契約につ

いてJi大野市小山小学校校合改

築工事 (管・理棟)請負契約につ

いてJ'大野市小山小学校校舎改

( 6 ) 

iHi{手U62年度大野市一般会計補

正予算(第 2号)楽」の 5件を

審議した結果、いずれも原案ど

おり可決しました。



総合病院について

問市民か現

在最も望んで

いるのは総合

病院の建設で

ある。市長は

「他市の例を

みても運営が非常に困難であるか

ら、当分は休日急患センターを充

実させていきた"Jと述べている。

市長と市民の間には考えに相当

なギャップカfあるがどのよっにE里

解させ納得させるのか。

答 総合病院には公的な市民病院

と民聞の総合病院の二通りがあ る。

市が直接経営する病院について

は、財政運営上から経営維持が困

難であり、建てる考えはない。

民間サイドの総合病院の誘致を

各位の協力を得て進めたい。

大野高等学校の

移転問題について

聞 大高の移転問題について商庖

街は反対しており、一方 2個所か

ら誘致の名乗りを上げている。少

なくとも奥越全体の 4高校を念頭

において位置付けるべきものと思

うが、何のための移転なのか理事

者の考え万を聞きたい。

答 概論的にいうと、現在の校地

は高校としては狭〈、また、校舎

が古いということがまず移転の理

由である。

さらに、私は大軒高校は奥越 4

校の中の基地校として位置付けて

いる 。現住地の自然環境は教育に

とって大変良いが、奥越の基地校

として位置付けているので、移転

は必要だと考えている。

禅寺

番号

請願8号

請願 9号

請願10号

請願11号

陳情 8号

陳情 9号

陳情10号

陳情11号

陳情12号

陳情13号

陳情14号

陳情15号

陳情16号

陳情17号

陳情18号

陳情19号

陳情20号

陳情21号

請願 6号

陳情 6号

請願 • 陳情審議結果

f牛 数 十是 出 者 結果

市道の舗装について
大矢戸区長

採 J尺
斉藤善次朗 外10名

市道編入について
南六呂師区長

採 J尺
岡出善雄外6名

三ヶ用水請願者地区

コヶ用水路改修について 中荒井 1丁目区長 継続審査

室谷義夫外 2名

専用芝サッカ一場の建設 大野市サッカー協会
t;fi 択

について 理事長宇野政市郎

カントリーエレベーター 大野市農協組合長理事
f来 択

の早期認定について 大霞原 登

応分の助成について
社会福祉法人 大野和光箇

採 択
理事長水上太右衛門

公共施設誘致について
土布子区長

継続審査
松本一男 外31名

山王の堀用水対策につい 日吉町二区区長
採 択

て 宮内健 外 1名

上庄小学校プール設置に 上庄小学校PTA会長
採 択

ついて 川回芳雄

側溝の改修とアスファル 明倫町三区区長
継続審査

トの削除について 中村治助 外23名

市道編入について
中野町二丁目区長

採 択
西国 古i、

道路拡張と市道編入につ 大門区長
J采 択

いて 松村剛太郎 外l名

工事の会員優先発注につ (初大野建設業会
継続審査

いて 会長兼井藤波

市道編入について 今井区長松浦武士 採 十尺

校庭野球パックネ ットの 富田少年野球保護者会会長
採 択

設置について 林小太郎外21名

米麦品質向上物流合理化
上庄農協組合長理事

事業採択のための援助と f采 択

予算化について
橋本祝男

総合病院の建設と教育・
大野市区長連合会会長

福祉・文化センターの建 継続審査

設について
小原藤雄外26名

野球場の建設について
大野市款野連会長 採 択

広瀬寿三外21名

側溝の改良及び流水量の 春日野区長
継続審査

増加について 下川 武外99名

旧国鉄大野自動車営業所 水落一区区長
継続審査

跡地について 金森仁之助 外 1名

( 7 ) 
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利用度の高い市民グラウンド

加入世帯に対しては、より 積極

的に上水道利用のPRを図るよ う

要望した。

①農道舗装について

今回、団体営農道整備事業とし

て農道の舗装工事費が計上きれて

いるが、この事業は県費補助が半

分近くあり 、市単独事業に比べて

市費の持ち出しゃ地元負和が少な

く大変有利な事業であるので、積

極的に行うべきであると の意見が

述べられた。

②工業開発調査委託料について

工業団地建設の足掛かりとする

ため、大野に適合した工業を選定

する目的で、工業開発調査委託料

が予算化されているが、その場所

の決定には慎重を期してほ しいと

の意見が多数あった。

⑧酒造杜氏組合育成補助について

この組合の目的に沿った事業を

より積駆的に行うよう指導すると

ともに 、雇用安定のため柄造業者

にも前向きに(動きかける ようにと

の意見が述べられた。

-産業経済委員会

1路線しか提出さ

れておらず、来年

の 3月議会ま でに

整理して提案した

いとのこと である

が、昨今、 市民の

道路行政に対する期待が非常に大

きいので、12月議会には提案すべ

きであると の強い意見があった。

②水道事業会計について

本会計の収支の均衡を図るため

毎年一般会計から多額の補墳をし

ているが、この要因は加入戸数の

増加を図ることもさることながら

使用水量の少なさが最大原因であ

るとのこと である。
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①市営.1'¥ス運行事業について

市営パス白山線の所管は、機構

改革によ 勺て商工観光課から生活

環境課へ変更になったが、白山麓

の開発と地域住民の活性化を図る

ためのものであるから商工観光課

所管の方が望ましいのでないかと

の意見があ った。

②専用芝サッカ一場、野球場の建

設について

専用芝サッカ一場および野球場

の建設についての請願・陳情に対

し、理事者は総合公圏構想、の中で

対応したいと考えているが、スポ

ーツ人口の底辺拡大とレベルの向

上を図る意味からも実現に向けて

全力を尽すよ うにとの意見が述べ

られた。

① 市道路線の早期認定について

市道路線の認定については今回

-教育民生委員会

-建設委員会

今

年

舗

装

さ

れ

た

農

道
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